音楽アウトリーチ研究の現在―活動が抱える課題の分析と今後の方策― by 永島 茜 & Akane NAGASHIMA
武庫川女子大学　学校教育センター紀要
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 音楽アウトリーチ活動の事例が散見されるようになってから概ね 20 年経つ。そこで予備的な調査
として，本学音楽学部 4 年生 49 名に対して，大学までに受けた音楽アウトリーチ（特別授業）につ
いてアンケートへの協力を依頼した。Google form を利用し 14 名（応用音楽学科 7 名/演奏学科 7 名）




なし 1 回 1～3 回 4 回以上 不明(覚えていない)
幼稚園/保育園 5 1 3 2 3 
小学校１～3 年 3 2 4 2 3 
小学校４～6 年 2 3 3 4 2 
中学校 5 5 4 


























音楽室 体育館／講堂 教室（ホームルーム） 劇場・ホールへ出向
いた 
不明・覚えていない
幼稚園/保育園 2 2 2 1 7 
小学校１～3 年 3 2 1 2 6 
小学校４～6 年 3 2 1 4 4 
中学校 4 2  8  
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中学校 2 2 4 1 2 2 1 















幼稚園/保育園 4 1 1 8  
小学校１～3 年 3  2 2 7 
小学校４～6 年 3  4 3 4 
中学校 6 1 5 1 1 

















幼稚園/保育園 3 3 1 7 
小学校１～3 年 1 3 3 1 6 
小学校４～6 年 4 2 1 2 4 
中学校 9 3 1 1 
高校 6 2 2 2 2 
 
表７．特別授業と現在の音楽活動（音楽学部への入学含む）との関わり 











応用 演奏 応用 演奏 応用 演奏 応用 演奏 応用 演奏 応用 演奏 
幼稚園/保
育園 
2 3 1 
   
4 3 
    
小学校１
〜3 年 
4 3 2 2 1 
  
1 
    
小学校４
〜6 年 





中学校 1 2 3 2 1 1 1 3 








論文数 1 0 6 1 2 1 1 1 7 6 7 6 13 3 12 9 5 7 6
特集号を一篇
とした数 1 0 4 1 2 1 1 1 6 6 7 6 5 3 12 9 5 7 6









論文 3 件の 94 篇を分析対象とした。分析に当たっては，95 件の書誌情報をエクセルシートに入力し
それを基礎データとして用いた。それらを更に実際に論文を入手し内容を検討できた 57 篇と入手で
きなかった 38 篇に分けた。 
 まず全体像をつかむために年別，著者別の論文数，特集号などを探り，テキストマイニングのため
のフリー・ソフトウェア「KH Coder 3」を用いて論題の頻出語，論題からの共起関係を探った。 
 
３-１．年別，著者別の論文数など 





ている。著者別では，梶田美香氏の 6 篇，林睦氏の 4 篇に続き高橋千絵氏，壬生千恵子氏と吉本光宏






 KH Coder 3 を用いて論題を対象として頻出語を抽出し，そこから各語の共起関係を探った。頻出










抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
アウトリーチ 82 活性 3 東京 2
音楽 72 継続 3 動向 2
活動 40 見る 3 日本 2
教育 27 現場 3 聞き取る 2
実践 22 公共 3 保育 2
学校 17 高等 3 保育園 2
可能 14 施設 3 方法 2
事例 13 視点 3 訪問 2
授業 13 取り組み 3 目指す 2
小学校 13 調査 3 幼児 2
演奏 12 変容 3 要領 2
考察 12 役割 3
地域 12 アーティスト 2
音楽科 11 カリキュラム 2
教員 9 クラシック 2
連携 9 コミュニケーション 2
課題 8 サービス 2
芸術 8 テーマ 2
研究 8 フェスティバル 2
社会 8 マネジメント 2
大学 8 ワークショップ 2
中心 8 学び 2
コンサート 7 学習 2
鑑賞 7 活用 2
表現 7 関係 2
養成 7 企画 2
試み 6 教室 2
ホール 5 経験 2
意義 5 検討 2
音楽家 5 研修 2
効果 5 交響楽 2
子ども 5 公民館 2
支援 5 考える 2
事業 5 行う 2
文化 5 貢献 2
科学 4 参加 2
学部 4 資源 2
関わり 4 実演 2
市民 4 実際 2




年間 4 新た 2
報告 4 成果 2
幼稚園 4 奏者 2
用いる 4 体験 2
コラボレーション 3 対象 2
プロジェクト 3 知的 2
課程 3 長崎 2
学ぶ 3 展望 2

































































携・協働，教育現場との連携などが挙げられる。更にそれらを下記 a～d の 4 つに集約し，次のよう
な結果が得られた。a.より望ましい内容の検討（授業，継続性など）／21 篇 36.8%，b.社会的課題（地
域貢献/活性，社会教育など）／15 篇 26.3%，c.各主体間の連携・協働／12 篇 21.1％，d.キャリア教
育／11 篇 19.3％となった7。 
 
③特色 






























































                                                      
(1) https://ci.nii.ac.jp/（国立情報学研究所）最終アクセス 2020 年 6 月 30 日。 
なお google scholar (https://scholar.google.com/) も参照した。 
(2) 樋口耕一氏が開発したフリー・ソフトウェアで，樋口耕一 『社会調査のための計量テキスト分析 ―内容分析
の継承と発展を目指して― 第 2 版』ナカニシヤ出版，2020 年を参照した。 
(3) 井上永幸，赤野一郎編『ウィズダム英和辞典（第三版）』三省堂，2014 年，ｐ.1370. 
(4) 林睦「音楽のアウトリ－チ活動に関する研究－音楽家と学校の連携を中心に－」大阪大学，博士(文学)，甲第




(7) ひとつの課題に集約できないものは複数としたため 100％にはならない。 
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1 ⾏につき 1 つだけマークしてください。
4。
























































1 ⾏につき 1 つだけマークしてください。
6。
















































1 ⾏につき 1 つだけマークしてください。
8。
特別授業と現在の⾳楽活動（⾳楽学部への⼊学含む）との関わり
なし
⾃分で⾳楽を
聴くようにな
った
コンサート
等に⾏って
みた
⾳楽系の習
い事を始め
た
⾳楽系の
部活に⼊
った
⾳楽学部へ
の進学を決
めた
幼稚園
／保育
園
⼩学校
1〜3年
⼩学校
4〜6年
中学校
⾼校
印象に残っていることがあれば教えてください。質問は以上です。ご協⼒ありがと
うございます。
 フォーム
【資料】
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